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機能の概要
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１．パワースイッチ

２．デスクランプ用ソケット
ピン配置については、技術仕様を参照してください。

３．サウンドコントロールおよびスイッチドチャンネル

４．ディスプレー部
再生およびプログラミング機能はここに表示されます。

５．プリセットチャンネルフェーダ（- Ａ-  ＰＲＥＳＥＴ）
プリセットの出力レベルはマスター部の“-Ａ-”マスターフェーダによってコントロールされます。
メモリーやチェイスステップのプログラムを行う際に、このプリセット-Ａ-が使用されます。

６．メモリーコントロール（-Ｂ-  ＭＥＭＯＲＹ）
メモリーの出力レベルは“-Ｂ-”マスターフェーダによって制御されます。
また、- Ｂ-  ＭＥＭＯＲＹのフェーダをプリセット用に切り換えて使用することもできます（プリセット操作の項
参照）。

７．フラッシュボタン（チャンネルフラッシュ、メモリーフラッシュ、ソロ）
プリセットでのチャンネルフラッシュおよびメモリーのフラッシュに使用されます。どちら場合にも、ソロフラッシュ
が可能です。

８．プログラミングボタン（メモリー、チェイス、ユーティリティー）
最大で１２０のリアルレベルメモリーおよび９９ステップ９９パターン（リアルレベルチェイスの場合は減少しま
す）までチェイスをプログラムできます。
ユーティリティーメニューでは、出力のセットアップ等を行います。

各部の名称および機能

Sound to Light

Flash Flash Flash Mode

Memory Chase
Programming

Power

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

Preset Memory Step

Number

Insert

Utility 1

Utility 2

QuitPreview

1

2

Specials

UpperLiveHold

Shift

CTM

Sound
Sound to
Light

Channel
Flash Solo

- B -

MEMORY

- A -

PRESET
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

- A - - B - MAIN CHASER X-FADE SPEED

Manual Sound Run
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９．エンコーダホイール
チェイスプログラム等の選択やメニュー設定の際に使用します。

１０．ソフトボタンおよびクイットボタン
２つのソフトボタン（［Ｓｏｆｔ Ａ］［Ｓｏｆｔ Ｂ］）は、ディスプレーに表示された機能の選択に使われます。［Ｑｕｉｔ］
ボタンを押すと、そのときの機能が中断されトップメニューに戻ります。　

１１．チェイスセクション
チェイスのステップは、自動、サウンド入力、手動モードによって実行することができます。

１２．チェイスモードボタン
チェイスをどのモードで実行するかを選択します。

１３．マスターセクション
“- Ａ- ”マスターフェーダはプリセットＡの出力レベルを、“- Ｂ- ”マスターフェーダはメモリーマスターの出力
レベルをコントロールします。ＭＡＩＮマスターフェーダは卓全体の出力レベルをコントロールします。また、
ＣＨＡＳＥＲマスターフェーダはチェイスの出力レベルをコントロールします。

１４．ページボタン
１０のページ毎に１２のメモリーキューが利用できます。

１５．サウンドおよびチェイスの割当セクション
このセクションでサウンドおよびチェイス機能をコントロールすることができます。

このマニュアルについて

トップメニュー

→　卓の電源を入れるとトップメニューが表示されます。

・ あらかじめ選択されているチェイスプログラムが表示されます｡

・ 選択されている場合、下行に“HOLD”、“LIVE” および“UPPER”が表示さ
れます。

注 意

・ 仕様は予告なく変更されることがあります。

・ Ｌｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒは、照明専用に設計された卓です。

・全ての再生機能はいっしょに使用することができ、照明デザインにおける高度な要求に応えます。

・ まずはユーザ自身が個々の機能に慣れ親しんでいってください。

CHASE:01  STEP:10
���� >  HOLD < ����
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プリセット操作
フラッシュボタン操作

プリセット操作

プリセットのみの使用

シーン間のクロスフェード

チャンネルフラッシュ

ソロフラッシュ

フラッシュボタンの 使 用

メモリーフラッシュとソロ：
　ボタンが押されている間、そのメモリー内容が現在の出力に加算されます。
　［Ｓｏｌｏ］ボタンが選択されている場合（赤ＬＥＤ点灯）にフラッシュボタンを押すと、
他の出力は消え、代わりに選択されたメモリーの内容だけが出力されます。

チャンネル フラッシュとソロ：
　[ Ｃｈａｎｎｎｅｌ／Ｆｌａｓｈ］ボタンが選択されていると（赤ＬＥＤ点灯）、押されたフラッ
シュボタンのチャンネルが加算されて出力されます。また［Ｓｏｌｏ］ボタンが選択され
ている場合（赤ＬＥＤ点灯）は、現在の出力の代わって、フラッシュボタンで選択され
たチャンネルのみが出力されます。

“- Ａ- ”マスターのフラッシュボタンを押すと、プリセットＡがメインマスターのレベ
ルになります。

“- Ｂ- ”マスターのフラッシュボタンを押すと、メモリーマスターがメインマスター
のレベルになります。

プリセットＡの 操 作

・ ＭＡＩＮマスターフェーダおよび“- Ａ- ”マスターフェーダを最大にします。

・ プリセットフェーダで個々のチャンネルを設定します。

→出力レベルの表示
　フラッシュボタンのＬＥＤにそのチャンネルの出力レベルが表示されます。

・ “- Ａ- ”マスターフェーダによって、プリセット全体をフェードイン・フェードアウトさ
せることができます。

・ これでチャンネルフラッシュおよびソロフラッシュを試してみてください。

Sound to Light

Flash Flash Flash Mode

Programming

QuitPreview

Sound Flash Solo

- B -

MEMORY

- A -

PRESET
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

- A - - B - MAIN CHASER X-FADE SPEED

LIGHTCOMMANDER 12/2
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100

0
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100

Soft A Soft B

チャンネルフラッシュ    ソロ

マスター

プリセットA

フラッシュボ タン

13 14 15 16 17 18

1 2 3 4 5 6
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２プリセット操作（プリセットモード）

プリセットモードの 選 択
・［Ｐａｇｅ］ボタンを押しながらエンコーダで“Ｐ”を選択します（ボタン上の表示が点
滅）。

→ ３秒後、自動的にプリセットモードに切り換わります。

→ プリセットモードでは、メモリー機能は無効になりますが、チェイスセクションはそ
のまま動作します。

シーン間 の フェード
・ ＭＡＩＮマスターフェーダおよび“-Ａ- ”マスターフェーダを最大にします（“- Ｂ- ”
マスターは零にしておく）。

・ プリセットＡおよびＢ上にシーンを作ります。

→ “-Ａ-”および“-Ｂ-”マスターフェーダでフェードさせます（手動フェード）。

→ 注意：プリセットモードの場合、“- Ｂ-  ＭＥＭＯＲＹ”のフェーダは“Ｐｒｅｓｅｔ -
Ｂ-”となります。

チャンネルフラッシュ
→ プリセットモードの場合、チャンネルフラッシュ機能が自動的に選択されます（［Ｃ
ｈａｎｎｅｌ／Ｆｌａｓｈ］ボタンの赤ＬＥＤ点灯）。

・ “-Ａ-”および“-Ｂ-”マスターフェーダが零になっていても、フラッシュボタンを押
すとプリセットが出力されます。

ソロフラッシュ
・ ［Ｓｏｌｏ］ボタンを選択し（赤ＬＥＤ点灯）、フラッシュボタンを押します。

→ 選択されたチャンネルだけが出力されます。ボタンを押している間、他のチャンネ
ルは消えます。

→ プリセットに対して自動フェード機能を使うこともできます。詳しくは、「ディップ
レス・クロスフェード」および「挿入モード」の項を参照してください。

Sound to Light

Flash Flash Flash Mode

Programming

QuitPreview

Sound Flash Solo

- B -

MEMORY

- A -

PRESET
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

- A - - B - MAIN CHASER X-FADE SPEED
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0

50

100

0

50

100

0

50

100

Soft A Soft B

Page

ページ番号

ページボタン

P

↑

↓

So l o

チャンネルフラッシュ    ソロ

プリセットA

プリセットB

フラッシュボ タン

ページボタン

エンコーダ

Channel
F lash
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メモリ操作（プログラマブル・シーン）
メモリのプグラミング

メモリ再生とクロスフェードの挿入

メモリのプレビューと編集

ブラインド・プログラミング

メモリの プグラミング

プリセットモードか らメモリモードへ の 切 り換 え
・ ［Ｐａｇｅ］ボタンを押しながらエンゴーダによつて新しいページを選択します。ボタ
ンを押して順番にページを送ることもできます。

・ ３秒すると、以後、メモリモードとなります。

→ 新たなページを選択した時、全てのメモリフェーダが零になっていないと［Ｐａｇｅ］
ボタンのＬＥＤが点滅します。
この場合そのフェーダは零に下げるまで以前のページの内容になっています。

→ 　[Ｃｈａｎｎｎｅｌ／Ｆｌａｓｈ］ボタンが選択されていないと（赤ＬＥＤ消灯）、フラッシュ
ボタンは、メモリフラッシュとして機能します。

メモリの プログラミング
・ “－Ｐｒｇｒａｍｍｉｎｇ－”の［Ｍｅｍｏｒｙ］ボタンを選択します（赤ＬＥＤ消灯）。全て
のマスターが零にもかかわらず、プリセットＡの内容がＬＥＤに表示されるようになり
ます。

・ フラッシュボタンでプログラミングするメモリを選択します。この時もし必要なら別の
ページを選択することもできます。
　ディスプレーには選択されたメモリ／ページが“ＳＥＬ．ＭＥＭＯＲＹ　０８／５”な
どいうように表示されます。

・ プリセットＡ上でシーンを作ります。

→ “－Ｐｒｇｒａｍｍｉｎｇ－”の“ＰＲＥＳＥＴ　ＳＡＶＥ”を押すと、プリセットの内容が
メモリに記憶されます。

・ “ＰＲＥＳＥＴ　ＡＬＬ”（Ｓｏｆｔ Ｂ）を押すと、チェイスのステップをも含めた現在の卓
の出力が記憶されます。

・ ［Ｑｕｉｔ］ボタンを押してトップメニューに戻ります。

手 動 マスター の 使 用

メモ リ

・ ＭＡＩＮマスターフェーダおよび“-Ｂ-”マスターフェーダを最大にします。プリセッ
トは零にしておいてください。

・ メモリフェーダを上げます。

→ メモリ内容が出力されます。

他 の ペ ー ジへ の 切 り換 え

・ メモリフェーダのどれかを上げたまま新しいページを選択します。

→ ページを切り換える前に上がっていたメモリフェーダの内容は，零に下げるまで
以前のページのままです。

・ 注意：一方、その他のメモリフェーダはすでに新しいページの内容に切り換わっ
ています。

SEL.MEMORY     08/5
PRESET  < SAVE >  ALL

Page Page

1 2
↓

↑

注意: 　ページをスキップ
( アップ) するには［Ｐａｇｅ］
ボタンを、ページダウンす
るにはShift +  ［Ｐａｇｅ］ボ
タンを使用

Programming
Memory         Memory

＋

Flash
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ディップレス・クロスフェード（挿 入 モード）
フラッシュボタンによるメモリクロスフェー ド:

・ フラッシュボタンを解除するため、［Ｃｈａｎｎｅｌ／Ｆｌａｓｈ］ボタンをＯＦＦにします。

・ “ＣＨＡＳＥＲ”マスターフェーダを設定しておき、［Ｉｎｓｅｒｔ］ボタンを選択します
（オレンジＬＥＤ点灯）。
　この時もしチェイスが動いていると、現在のステップで停止します。“ＣＨＡＳＥＲ”
マスターフェーダは全体のレベルに対するマスターとして働きます。

・ フェードタイムの設定には“Ｘ－ＦＡＤＥ”フェーダを使います。
　メモリフラッシュボタンを押します。

→ 設定した時間でメモリがフェードします。
　他のメモリを選択すると、その順番に従って互いにクロスフェードして行きます。

→ ［Ｓｔｅｐ］ボタンを押すと現在のメモリと一つ前のメモリの間でクロスフェードします。

→ ［Ｉｎｓｅｒｔ］ボタンをＯＦＦにすると、チェィスが引き続き実行されます。
注意：“ＣＨＡＳＥＲ”マスターフェーダは挿入ステップの出力レベルを設定します。

手 動 に よるメモリクロスフェー ド：

・ ［Ｉｎｓｅｒｔ］ボタンおよび［Ｍａｎｕａｌ］ボタンをＯＮにします。

・ “Ｘ－ＦＡＤＥ”フェーダを一方の端へ動かす。フェードの後（フェーダが上端また
は下端に移動）、次にフェードさせたいメモリをメモリフラッシュボタンで選択します。

・ 次のメモリを選択しない間は、以前のメモリと現在のメモリの間で自由にフェードさ
せることができます。“ＣＨＡＳＥＲ”マスターフェーダは全体のレベルに対するマス
ターとして働きます。

メモ リのフェー ドアウト：

・ ［Ｉｎｓｅｒｔ］ボタンをＯＦＦにして、フラッシュボタンによるフェードの場合は［Ｓｔｅｐ］
ボタンで、また手動の場合は“Ｘ－ＦＡＤＥ”フェーダでフェードアウトさせます。

・ 注意：予めチェィスが選択されていた場合はそのステップにフェードインします。

プリセットＡの 挿 入 ：

→ 挿入モードにおいて、マスターＡ下の“Ｐｒｅｓｅｔ”フラッシュボタンを押すとプリ
セットＡの内容を挿入することができます。

メモリの プレビューと編 集

メモリ内 容 の プレビュー
・ ［Ｐｒｅｖｉｅｗ］ボタンをＯＮにし、フラッシュボタンでメモリを選択します。

→ メモリ内容がフラッシュボタンのＬＥＤに表示されます。

プレビューを行うと自動的にライブモードがＯＦＦになります(選択されている場合）。
このとき現在の卓の出力には影響を及ぼしません｡

メモリ内 容 の 編 集
→ プレビューで、ディスプレーメニューの“ＭＯＤＩＦＹ”（Ｓｏｆｔ　Ｂ）を選択します。

・ “- Ａ-  ＰＲＥＳＥＴ”のチャンネルフェーダによってプログラム内容を修正します。
フェーダレベルが記憶されてる値に一致するとフェーダが修正に切り換わります。

→ ［Ｑｕｉｔ］ボタンを押すと修正された内容が記憶されます。　このとき現在の卓の出
力には影響を及ぼしません｡

メモリの ブラインド・プログラミング

・ “ＬＩＶＥ”が選択されていたら（緑ＬＥＤ点灯）、［Ｓｈｉｆｔ］＋［ＬＩＶＥ］ボタンでＯＦＦに
してください。

・ “-Ａ-”マスターフェーダを零にして、プログラミングを行います｡

→ この時プリセットＡの設定は卓の出力に影響を及ぼしません。

注意：メモリ編集中に卓が“ＬＩＶＥ”になっていると、その内容が出力されます。

Mode

Step

Number

Insert

CHASER X-FADE SPEED

Manual Sound Run

0

50

100

0

0,5

1

2

4

10

Sec

25

2

1

0,5

0,25

0,1

Hz

↓

↑

↑        ↓

Preview   Memory

＋
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チェィス操作
チェイスステップのプログラミング

チェイスの再生

チェイスの修正 (編集とステップの挿入)

メモリのブラインド・プログラミング

チェイス・トゥー・メモリ (メモリマスターへのチェイス割当)

チェイス・トゥー・メモリのプレビュー  (修正)

チェイスステップの プログラミング

プリセットによるステップ（レベル チェイス）
・ “－Ｐｒｇｒａｍｍｉｎｇ－”の［Ｃｈａｓｅ］ボタンを押し、エンコーダでチェイスナン
バーを選択します。

・ ディスプレーメニューの“■ＬＥＶＥＬ■”（Ｓｏｆｔ Ａ）を選択します。

→ チャンネルのレベルがＬＥＤに表示されます(マスターには依存しない）｡

・ プリセットＡ上でシーンを作り、“ＥＮＴＥＲ”（Ｓｏｆｔ Ａ）で記録します。ブラインド
モードではプリセットレベルのみが記録されます。

・ 続くメニューでフェードタイムを設定します。これはシアターモードの時のみ有効
です。新規ステップの値は0.00秒となります。この値はCONT で確定してください。
　“ＤＥＬＥＴＥ”（Ｓｏｆｔ Ｂ）を押すとそのステップ削除されます。

・ エンコーダを回すとステップの内容をＬＥＤで確認できます。

・ ［Ｓｈｉｆｔ］＋［ＬＩＶＥ］ボタンを選択しているとステップ内容が出力に現れます。

→ ライブモードでのプログラミングでは、出力全体が記録されます（プリセット、メモリ
等）。

・ ［Ｑｕｉｔ］ボタンを押すとトップメニューに戻ります。

メモリによるステップ（メモリチェイス）
・ “－Ｐｒｇｒａｍｍｉｎｇ－”の［Ｃｈａｓｅ］ボタンを押し、エンコーダによってチェイス
ナンバーを選択します。

・ ディスプレーメニューの“ＭＥＭＯＲＹ”（Ｓｏｆｔ Ｂ）を選択し、メモリフラッシュボタン
でメモリを選択します。

→ “ＥＮＴＥＲ”（Ｓｏｆｔ Ａ）を押すと、選択したメモリがステップとして記録されます。

・ 続くメニューでフェードタイムを設定します。これはシアターモードの時のみ有効
です。新規ステップの値は0.00秒となります。この値はCONT で確定してください。

→ エンコーダを回すとステップの内容をＬＥＤで確認することができます。
　“ＤＥＬＥＴＥ”（Ｓｏｆｔ Ｂ）を押すとそのステップ削除されます。

・ ［Ｓｈｉｆｔ］＋［ＬＩＶＥ］ボタンを選択していると、ステージ上でステップ内容を確認で
きます。

チェイスの タイプ
→ “■ＬＥＶＥＬ■”あるいは“■ＭＥＭＯＲＹ■”というような四角マークの表示
は、選択したチェイスがどちらのタイプでプログラムされているかを示しています。

・ 四角マークのついてない方のソフトキーを押すと、“ＮＥＷ　ＣＨＡＳＥ　？？”と
いう確認メッセージがディスプレーに表示されます。

→ この時 “ＹＥＳ”（Ｓｏｆｔ Ａ）を選択すると、そのチェイス内容が全て消去されます。

STEP:  O1 MEM: 11/5
ENTER DELETE

FADETIME:  0.00S
CONT

CHASE NO.  1O  (OO)
LEVEL  MEMORY

STEP: O1
ENTER DELETE

FADETIME:  0.00S
CONT
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チェィスセクション

・ ［Ｎｕｍｂｅｒ］ボタンを押しながらエンコーダを回してチェイスを選択し、プレビュー
することができます。

→ 注意：“ＣＨＡＳＥＲ”マスターが５％以上になっていれば、空でないチェイスを
選択するとその内容がＬＥＤに表示されます。

・ ［Ｓｔｅｐ］ボタンのＬＥＤは、トリガーにしたがって点滅します(ステップ、スピード、サ
ウンド）。

“Ｒｕｎ”モード： 　レベル、クロスフェードタイム、スピードを個々に設定できます。

“Ｓｏｕｎｄ”モード： 　バスステップチェイス。

“Ｍａｎｕａｌ”モード： ステップ間の手動クロスフェード。

［Ｉｎｓｅｒｔ］ボタンを選択すると、チェイエステップと挿入するメモリの間をクロスフェー
ドすることができます。

チェイスの 再 生

自 動 スピードチェイス（Ｒｕｎモード）
→ ［Ｉｎｓｅｒｔ］および［Ｍａｎｕａｌ］ボタンはＯＦＦにしておいてください。

・ ［Ｓｏｕｎｄ／Ｒｕｎ］ボタンを素早く２回押して“Ｒｕｎ”モードを選択する［Ｓｏｕｎｄ
／Ｒｕｎ］ボタンの緑ＬＥＤ点灯）｡［Ｓｔｅｐ］ボタンのＬＥＤは、設定されたスピードで点
滅します。

・ “ＣＨＡＳＥＲ”マスターフェーダを設定し、“ＳＰＥＥＤ”フェーダでスピードを決め
る。また必要なら、“Ｘ－ＦＡＤＥ”フェーダでステップ間のクロスフェードタイムを設定
します。

→ ［Ｎｕｍｂｅｒ］ボタンを押し続けながらエンコーダでチェイスを選択します。

・ 自動プレビュー：この時、選択されたチェイスがＬＥＤに表示されるが、出力には
影響しません。

→ ［Ｎｕｍｂｅｒ］ボタンをはなすとチェイスがスタートして出力されます(チェイスが空
でなければ［Ｎｕｍｂｅｒ］ボタンのＬＥＤはそのまま点灯）。

・ チェイスをリスタートさせたい場合は、［Ｎｕｍｂｅｒ］ボタンを短く押します。

・ チェイスを停止するには、“ＣＨＡＳＥＲ”マスターフェーダを零にするか（チェィ
スは続行）、ステップが記録されていない空のチェイスをスタートさせます（チェィス
は停止し［Ｎｕｍｂｅｒ］ボタンのＬＥＤ消灯）。

・ バスステップチェイス（サウンド入力）にするためには“Ｓｏｕｎｄ”モードを選択しま
す( ［Ｓｏｕｎｄ／Ｒｕｎ］ボタンの赤ＬＥＤ点灯）。

CHASE NO.  1O  (22)
TYPE : LEVEL

Number
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より高度なチェイスの再生( シーン再生)

手 動 ステップ
・ ［Ｒｕｎ］ボタンをＯＦＦにし（緑ＬＥＤ消灯）、［Ｓｔｅｐ］ボタンでステップを呼び出して
ください。

・ ステップは、設定されたクロスフェードタイムでフェードします。

　［Ｒｕｎ］ボタンを再びＯＮにすると、チェイスが自動的に続行されます。

手 動 クロスフェード
・ ［Ｍａｎｕａｌ］ボタンを選択します。

→ “Ｘ－ＦＡＤＥ”フェーダを端から端へ動かすと、プログラムされている順番でス
テップが呼び出されてクロスフェードします。

・ チェイスを停止するには、“ＣＨＡＳＥＲ”マスターフェーダを零にするか、ステッ
プが記録されていない空のチェイスをスタートさせます。

→ 手動再生の場合には、フェードアウトも手動で行わなければなりません。
　([Step]ボタンまたは手動クロスフェードを使用)

挿 入 モー ド

ステップ、メモリ、プリセット - Ａ-  の変更:

・ ［Ｉｎｓｅｒｔ］ボタンをＯＮにし、［Ｓｔｅｐ］ボタン押すか、あるいは手動モードの場合に
は“Ｘ－ＦＡＤＥ”フェーダを使用します。

・ すると、ひとつ前のステップがフェードインします( ステップの挿入）。またこの時メ
モリが選択されていると、そのメモリがフェードインし、その後再び前のチェイスス
テップへクロスフェードします。

→ 注意：マスター“-Ａ-”の“Ｐｒｅｓｅｔ”フラッシュボタンを押すと、プリセット上のシー
ンが挿入されます。

メモリの 挿 入 :

→ 「ディップレス・クロスフェード」の章で説明したように、ステップを繰り返してくださ
い。

↓

↑

Step
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チェイスステップの 修 正

レベル ステップの 修 正 （レベ ル ステッププログラミングメニュー ）

・ プログラミングの時と同様にして、エンコーダで修正したいステップを選択します。
　記憶されているレベルがＬＥＤ上に表示されます。

→ プリセットＡのチャンネルフェーダにより、一致修正でレベルを変更してください。

→ “ＥＮＴＥＲ”によって修正内容が記録されます。

・ 以下のメニューでフェードタイムを設定します。このタイムはシアターモードの時
のみ有効(p.21参照)。新規ステップの値は0.00秒となります。CONT によってこの値
を確定してください。

レベル ステップの 挿 入 （レベ ル ステッププログラミングメニュー ）

・ エンコーダで挿入したいステップの位置を選択します。

・ ［Ｓｈｉｆｔ］ボタンを押すとディスプレーに別のメニューが出ます。

・ プリセットＡ上で挿入したいシーンを作ります。

→ “ＩＮＳＥＲＴ”（Ｓｏｆｔ　Ａ）を押すと、現在選択されているステップの前にシーンが
挿入されます。

・ 以下のメニューでフェードタイムを設定します。このタイムはシアターモードの時
のみ有効(p.21参照)。新規ステップの値は0.00秒となります。CONT によってこの値
を確定してください。

・ “ＤＥＬＥＴＥＡＬＬ”（Ｓｏｆｔ　Ｂ）を押すと全てのステップが削除されます。

→ 注意:
この機能では、チェイスの全ステップが削除されます。

メモリステップの 修 正 （メモリステッププログラミングメニュー）

・ メモリステップの修正はプレビューメモリで行います（「メモリ内容の編集」の項を参
照）。

メモリステップの 挿 入 （メモリステッププログラミングメニュー）

・ レベルステップの場合と同様に、ステップ位置を選択し［Ｓｈｉｆｔ］ボタンを押します。

・ メモリフラッシュボタンによって、挿入したいメモリを選択します。

→ “ＩＮＳＥＲＴ”（Ｓｏｆｔ　Ａ）を押すと、選択されたメモリが挿入されます。

・ 以下のメニューでフェードタイムを設定します。このタイムはシアターモードの時
のみ有効(p.21参照)。新規ステップの値は0.00秒となります。CONT によってこの値
を確定してください。

・ “ＤＥＬＥＴＥＡＬＬ”（Ｓｏｆｔ　Ｂ）を押すと全てのステップが削除されます。

→ 注意:
この機能では、チェイスの全ステップが削除されます。

チェイスの ブラインド・プログラミング
・ もしライブモードになっていたら、［Ｓｈｉｆｔ］＋［Ｌｉｖｅ］ボタンでＯＦＦにしてください。

→ “- Ａ- ”マスターフェーダを零にして、普通にプログラミングを行います( レベルス
テップ)｡

　注意：メモリステップのプログラミングの場合には、“- Ａ- ”マスターフェーダを零に
する必要はありません。卓の出力は影響されません。

FADETIME:  0.00S
CONT

↑        ↓

STEP: 12
INSERT DELETE ALL

FADETIME:  0.00S
CONT

STEP:  12 MEM:02/02
INSERT DELETE ALL

FADETIME:  0.00S
CONT
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メモリマスターへのチェイス割当（ＣＴＭ）

チェイス・トゥー・メモリの プログラミング
・ ［Ｓｈｉｆｔ］＋［ＣＴＭ］ボタンを押し、メモリ９～１２（赤と黄の２ＬＥＤのフラッシュボタ
ン）のうちの一つを選択してください。

・ エンコーダでチェイスを選択します。

→ 選択されたチェイスがＬＥＤ上に表示されます。この自動プレビューによって
チェィス内容を確認します。

→ この自動プレピューは出力には影響しません。

・ “ＬＥＡＲＮ”（Ｓｏｆｔ　Ａ）を必要とされるテンポで押すか、あるいは“ＬＥＡＲＮ”を押
す続けながらエンコーダを回すことによって、チェイススピードを設定してください。

→ ［Ｑｕｉｔ］ボタンを押すと設定が記憶されます。

　メモリフラッシュボタンの黄色いＬＥＤは、設定したスピードにしたがって（サウンド
モードが選択されている場合にはバスリズムにしたがって）点滅します。

チェイス・トゥー・メモリの 再 生
・ チェイスを割り当てたメモリマスターを上げます。また、［Ｃｈａｎｎｅｌ／Ｆｌａｓｈ］お
よび［Ｉｎｓｅｒｔ］ボタンがＯＦＦになっていれば、メモリフラッシュボタンを使用することも
できます。

→ フラッシュボタンを押すか、メモリマスターを一旦零に下げると、チェイスがリス
タートします。

→ ページ毎に、４つのチェイスをそれぞれ異なったスピードでプログラムしておくこ
とができます。

　チェイスセクションのチェイスを含めて、全部で５つのチェイスを同時に実行させる
ことができます。

チェイス・トゥー・メモリの プレビュー
・ ［Ｐｒｅｖｉｅｗ］ボタンをＯＮにして、メモリフラッシュボタンを押します。チェイス内容
がＬＥＤ上に表示されます。

.　プレビュー中では、“ＬＥＡＲＮ”を押さずに、エンコーダによって直ちにスピードを
設定することができます（片手で操作）。

CHASE  TO  MEMORY
> SELECT  MEMORY <

10/6 CHASE: 10
LEARN 1.00S BASS

注意: もしライブモードに
なっていると、チェイス内
容は出力にも現れる。

Sound to Light

Flash

7 8 9 10 11 12
Chase to Memory

B M TP

Sound to Light

Flash Flash Flash Mode

Programming

QuitPreview

Sound Flash Solo

- B -

MEMORY

- A -

PRESET
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

- A - - B - MAIN CHASER X-FADE SPEED

LIGHTCOMMANDER 12/2

0

50

100

0

50

100

0

50

100

Soft A Soft B

10/2 NO 02   0.25S
LEARN 1.00S BASS
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その他の一般的機能
サウンド・トゥー・ライト

リモートステップ送り

スイッチチャンネル

メモリカードへのデータ保存

シフト機能の一覧

出力の固定（ホールド）

ライブ／ブラインド操作

２４チャンネル操作（ワイドモード）

シアターモード

サウンド・トゥー・ライト

概 要
・ サウンド・トゥー・ライトモードでは、音声入力によって、メモリ９～１２のレベルがコ
ントロールされます。
　入力信号は３つの周波数領域に分割されます。

・ “-Ｂ-”（Ｂａｓｓ）、“-Ｍ-”（Ｍｉｄ）、“-Ｔ-”（Ｔｒｅｂｌｅ）は、入力レベルによって､対応す
るメモリをコントロールします。

・ “-Ｐ-”（Ｐａｕｓｅ）のメモリは、入力に逆比例したレベルになります(例えば、入力が
なくなるとメモリがＯＮになる）。

→ メモリマスターはサウンドでトリガーされるキューの出力レベルを設定します(中央
の位置で１００％）。

サウンド・トゥー・ライト操作
・ 背面パネルの“ＳＯＵＮＤ　ＩＮ”ピンジャックに音声信号を入力します。
　バスリズムによってＬＥＤが点滅するようになるまで、“Ｓｏｕｎｄ”ボリュームを上げて
いってください。

→ “Ｓｏｕｎｄ　ｔｏ／Ｌｉｇｈｔ”ボタンをＯＮにし、４本の“－Ｓｏｕｎｄ　ｔｏ　Ｌｉｇｈｔ－”メ
モリマスターをニュートラルポジションに設定します。再生の様子を見て、必要ならば
レベルを調整してください。

即 座 の プログラム チェンジ
・ ［Ｐａｇｅ］ボタンを押します。

→ これらの４つのメモリは、即座にページが切り換わります。メモリマスターを一旦
零にする必要はありません。

リモートステップ送 り

・ ［Ｎｕｍｂｅｒ］ボタンで、チェイスセクションにチェイスを呼び出してください（Ｒｕｎ
はＯＦＦ）。

・ 背面パネルの“ＲＥＭＯＴＥ　ＳＴＥＰ”入力ジャックにフットスイッチ等を接続してく
ださい。

→ スイッチの接点が閉じられるたびに、チェイスのステップがひとつ進みます。この
とき同時にサウンドステップの実行も可能です｡

Sound to Light

Flash

7 8 9 10 11 12
Chase to Memory

B M TP

Sound to
L i gh t

Manua l  Sound Step

Mode
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スイッチチャンネル（Spec ia l s  1  /  2）

概 要
・ “Ｓｐｅｃｉａｌｓ”の１と２は付加的なチャンネルです。

これらのチャンネルは卓とは独立に操作され、直接アナログ出力に接続されていま
す（ＤＭＸでパッチ可能）。

スイッチポジション
・ ボタンがＯＦＦでアナログ出力は０Ｖ、ＯＮで＋１０Ｖとなります。

→ これらのアナログ出力によって、フォグマシンやその他０／１０Ｖで操作できる機
器を直接コントロールすることができます。

→ 注意：入力に電圧が出ているような機器をコントロールすることはできません。

メモリカードへ の デ ー タ保 存

パ ックアップ
・ メモリカードを使用すると、照明のパーソナルライブラリーを作成でき、異なったプ
ログラムを簡単に卓に読み込むことができます。

・ またバックアップは安全のためのコピーにもなります。誤って卓内のプログラム消去
してしまっても､カードからバックアップを読み込むことによって簡単にデータを回復
することができます。

保 存 と読 み 込 み
・ 卓の右上にあるスロットにメモリカードを差し込みます。

　後はディスプレーの指示にしたがって操作を行います｡

電 池 の 交 換
・ ディスプレーの電圧表示が２.３Ｖ以下になったら（あるいは遅くとも約２年経過した
ら）､新しい電池に交換します。

→ カード内のデータを卓に一旦読み込んでおいて、電池を交換した後、再びカー
ドにデータを戻してください。

1

2

Specials

Sound

OVERWRITE CARD?
YES NO

MEMORY

  CARD

↓
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シフト機 能 の 一 覧

再 生 機 能

→ １ページ前に移ります。

→ 前回実行したチェイスをスタートさせます。

→ 卓の出力を固定します。

・ 新たな設定を行っても出力には影響しません｡
 　詳しい説明はこの章の後の方で行います。

→ ライブモードにします。

・ プログラムされた内容がそのまま出力されます。
　　詳しい説明はこの章の後の方で行います。

→ チャンネル１～１２とチャンネル１３～２４を交換します。

・ 上位と標準のチャンネルを切り換えることによって、２４チャンネルのシーンを設定
します。

→ プリセットの設定をキャンセルし全てのレベルを零にします。［Ｑｕｉｔ］ボタンを押
すと現在の設定レベルに戻ります。

　詳しい説明はこの章の後の方で行います。

プログラミング機 能

→ チェイス・トゥー・メモリのプログラミングメニューへ。
　（「チェイス・トゥー・メモリのプログラミング」の項を参照）

→ さらに別メニューが表示され、ステップの挿入や、チェイス全体の削除が行えま
す。

→ 出力チャンネルの設定のための特別メニューへ。
　　（「出力チャンネルの設定」の項を参照）

→ 卓をサウンドから手動へ切り替えます。

SHIFT   PAGE

＋

SHIFT    NUMBER

＋

SHIFT    LIVE

＋

SHIFT  UPPER

＋

SHIFT  PRESETFLASH

＋

SHIFT
チェイスステップの
プログラミング中に

SHIFT      CTM

＋

SHIFT   UTILITY2

＋

SHIFT  SOUND RUN

＋

SHIFT    HOLD

＋
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再 生 中 の シフト操 作

出力の固定（ホールド）

ライブ／ブラインド操作

２４チャンネル操作（ワイドモード）

出 力 の 固 定 （ホールド）
・ ［Ｓｈｉｆｔ］＋［Ｈｏｌｄ］ボタンを押します。

→ 卓の出力が固定され、いかなる操作も出力に影響しません。
　個別に新たな設定を準備しておくことができます。

・ “ＣＡＮＣＥＬ”（Ｓｏｆｔ　Ｂ）を押すと、固定は即座に解除され、準備しておいた新た
な設定に変わります。

・ 出力を固定して“ＭＡＩＮ”マスターフェーダを一旦零にし、設定を変えた後マス
ター再び上げると、以前の状態から新たに設定した状態へとクロスフェードして行
き、マスターが最大になると自動的に固定が解除されます。

ライブ／ ブラインド操 作
ブラインド

・ 注意：ブラインドが標準の設定です。

→ メモリのプレビュー、チェイスの自動プレビュー、プログラミングにおいて選択さ
れたチェイスは、ＬＥＤ上にそれぞれ排他的に表示されます。

・ この時何かを出力中であっても、それに影響を与えることなしに、個別に編集や修
正を行うことができます。

ライブ

→ メモリのプレビュー、チェイスの自動プレビュー、プログラミングにおいて選択さ
れたチェイスは、ステージ上に出力されます。

　注意：メインマスターが零になっている場合には、選択されているプログラムだけ
が出力されます。

→ 注意：［Ｐｒｅｖｉｅｗ］ボタンを押すと自動的にブラインドモードになります。

メモリ内容をステージ上で確認するためには、プレビューを選択した後に［Ｓｈｉｆｔ］＋
［Ｌｉｖｅ］ボタンでライブモードにします。

SHIFT    HOLD

＋

SHIFT    LIVE

＋

Memory Chase
Programming

Utility 1

Utility 2

QuitPreview

UpperLiveHold

Shift

CTM

Sound to
Light

Channel
Flash Solo

Soft A Soft B

SET MAIN TO ZERO
CANCEL
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シアター モー ド

　バージョン1.26 より、Ｌｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒ1 2 / 2  のチェイス・プログラミングにシアターモードという新たなモード
が加わりました。これによって、チェイス中のそれぞれのステップ毎にフェードタイムを設定することができるようにな
りました｡

シアターモードの ため の 条 件
・ チェイスが“Ｓｏｕｎｄ”や“Ｍａｎｕａｌ”モードで動いていないこと。

・ 手動クロスフェードがＯＦＦになっていること。

・ 挿入モードがＯＦＦになっていること。

・ シアターモードを有効にします(３．を参照）。

フェードタイム の プログラミング

・ “ＥＮＴＥＲ”によってステップを記録するとこのメニューが出ます。

・ プログラムされたステップを編集している時は、“０．００”の代わりに対応する
フェードタイムが表示されます。

・ エンコーダによって、フェードタイムの値を０．００～１０．０秒の範囲で設定するこ
とができます。

・ “ＣＯＮＴ”を押すと設定した値が記憶され、次ステップのプログラムや編集に移れ
ます。

・ フェードタイムはチェイスデータの一部で、メモリカードへも一緒に保存されます。

FADETIME: 0.00S
CONT

シアターモードを有 効 にする

・ ［Ｓｈｉｆｔ］＋［Ｕｔｉｌｉｔｙ ２］を押し“ＭＯＲＥ”で下位メニューに移り、“ＴＨＥＡＴＲＥ　
ＭＯＤＥ”を選択するとシアターモードが有効になります。“ＭＯＲＥ”の前のストライ
プはモードが有効であることを示しています。

・ シアターモードが有効になっていると、メインメニュー下行の四角の中に縦線が表
示されます。

注 意
　上記のようにシアターモードを有効にしようとしても、全ての条件が満たされるまで
は、実際にモード変更はなされません。

SHIFT  UTILITY2

＋

シアターモードでの 動 作

・ 上で述べた条件が全て満たされると、次からのステップに対して、記憶させたフェードタイムが用いられるよ
うになります。この時点では“ＸＦＡＤＥ”フェーダは無効になっています。

・ “ＸＦＡＤＥ”フェーダを動かすことによって、現在のフェードタイムを一致修正で任意に変更できます。

・ 条件から外れシアターモードが解除されると、その時のフェードは、“ＸＦＡＤＥ”フェーダで設定されている
値にしたがって終了します。
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２４チャンネル 操 作 （ワイドモード）

上 位 チャンネル の 付 加 的 な使 用
Ｌｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒは常に２４チャンネルを処理しています。

→ ［Ｓｈｉｆｔ］＋［Ｕｐｐｅｒ］ボタンを押すと１３～２４の上位チャンネルを操作できるよう
になります。

→ おのおのの設定、プログラミングや機能の選択は、フラッシュ機能も含み、１３～
２４チャンネルに対するものとなります。

・ これによって２４チャンネル内を選択し、メモリやレベルチェイスのステップをプロ
グラムしたり修正したりできます。

→ フラッシュボタンの機能は、標準モードでの場合と同様です（例えば、ＤＭＸパッ
チにおけるチャンネルの選択）。

２４チャンネル プリセットの 設 定
・ 先ず１～１２チャンネルのレベルを設定します。

→ ［Ｓｈｉｆｔ］＋［Ｕｐｐｅｒ］ボタンで１３～２４の上位チャンネル側に切り換えます。

・ 現在の表示されているレベルに対し一致修正の容量で必要なチャンネルのレベ
ルを設定します。

→ 後からチャンネルレベルを修正する場合も同様にして行います｡プリセットチャン
ネルフェーダを表示されている出力レベルに一致させれば修正できるようになりま
す。

設 定 の キ ャンセル （一 致 修 正 の 解 除 ）
→ ［Ｓｈｉｆｔ］＋［Ｐｒｅｓｅｔ F lash］ボタンを押すと、全てのプリセットチャンネルのレベ
ルが零になります。

・ プリセットフェーダを一旦零にしてから上げると個々のチャンネルレベルを新たに
設定できます。

　［Ｑｕｉｔ］ボタンを押すと、一致修正機能はキャンセルされ、レベルは現在のフェー
ダの位置に直ちに戻ります。

SHIFT  UPPER

＋

Sound to Light

Flash Flash Flash Mode

Programming

QuitPreview

Sound Flash Solo

- B -

MEMORY

- A -

PRESET
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

- A - - B - MAIN CHASER X-FADE SPEED

LIGHTCOMMANDER 12/2

0

50

100

0

50

100

0

50

100

Soft A Soft B

↑        ↓

SHIFT   PRESETFLASH

＋

13 14 15 16 17 18

1 2 3 4 5 6

13 14 15 16 17 18

1 2 3 4 5 6

フラッシュボタンはトグル

上位チャンネル
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出力チャンネルの諸設定
卓チャンネルのＤＭＸチャンネルへの接続

ソロ機能の禁止

カーブの選択

卓 チャンネル の ＤＭＸチャンネル へ の 接 続

ＤＭＸパ ッチの 概 要
→ ＤＭＸパッチはアナログ出力には影響しません。
ＤＭＸ出力は１～９９のＤＭＸチャンネルをコントロールします。
それぞれの卓チャンネルは、４つまでのＤＭＸチャンネルに接続することができま
す。標準の割り付けでは、卓チャンネルの１～２６がＤＭＸチャンネルの１～２６に接
続されます(他のチャンネルはオープン）。

卓 チャンネル の ＤＭＸチャンネル へ の 接 続
・ ［Ｕｔｉｌｉｔｙ　１］ボタンを押し、“ＤＭＸ　ＰＡＴＣＨ”（Ｓｏｆｔ　Ａ）を選択します。

・ フラッシュボタンで卓チャンネルを選択し、エンコーダによってＤＭＸチャンネルを
選択します。

→ ［Ｓｈｉｆｔ］＋［Ｌｉｖｅ］ボタンでライブモードにしておくと、選択されたＤＭＸチャンネ
ルにフルレベルが出力され、負荷の確認をすることができます。

・ “ＣＯＮＮＥＣＴ”（Ｓｏｆｔ　Ａ）を押すと選択したチャンネルが接続されます。

→ “■ＣＯＮＮＥＣＴ■”という四角マーク表示は、そのＤＭＸチャンネルが選択中
の卓チャンネルに接続されていることを示しています。対応するフェーダを上げるこ
とで、これを確かめることができます。

ＤＭＸ割 り付 けの 表 示
・ “■ＣＯＮＮＥＣＴ■”
　現在のディスプレー表示において、このＤＭＸチャンネルが、表示されている卓
チャンネルに接続されています。

・ “ＣＯＮＮＥＣＴ”
　このＤＭＸチャンネルは、他の卓チャンネルに接続されています。

・ “■ＯＰＥＮ■”
　このＤＭＸチャンネルは、どこにも接続されていません。

標 準 の 割 り付 け
・ ＤＭＸパッチメニューで［Ｓｈｉｆｔ］ボタンを押すと別メニューが表示されます。
　“ＡＬＬ／１：１”（Ｓｏｆｔ　Ａ）を押すと、卓チャンネルの１～２６がＤＭＸチャンネル
の１～２６に接続されます。

→ “ＡＬＬ／ＣＬＥＡＲ”（Ｓｏｆｔ　Ｂ）を押すと、全てのチャンネルがオープンになりま
す。
この機能は、新規にﾊﾟｯﾁを設定する場合にだけ使用します。必要なら現在の設定
はカードに保存しておいてください。

SHIFT

＋
DMX
PATCH

CH 03 > 03 17.
■CONNECT■ OPEN

DMX  SELECT
PATCH  MIDI
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アナログおよびＤＭＸ出 力 の 設 定

ソロ機 能 の 禁 止
・ ［Ｓｈｉｆｔ］＋［Ｕｔｉｌｉｔｙ　２］ボタンを押し、メニューの“ＤＩＳＡＢＬＥ／ＳＯＬＯ”（Ｓｏｆｔ
　Ａ）を選択します。

・ フラッシュボタンかエンコーダによってチャンネルを選択し、必要に応じて設定を
行ってください（標準では全てのチャンネルが“ＥＮＡＢＬＥＤ”）。

→ “ＤＩＳＡＢＬＥＤ”と表示されたチャンネルは、ソロフラッシュを行っても消されること
はありません。メモリソロでもチャンネルソロでも同様です。

→ ［Ｓｈｉｆｔ］ボタンを押すとさらに別メニューが表示されます。
　“ＡＬＬ／ＤＩＳＡＢＬＥＤ”あるいは“ＡＬＬ／ ＥＮＡＢＬＥＤ”によって、全てのチャ
ンネルを同時に設定できます。

カー ブの 選 択
　別種の電球の器具を使用したり、あるいは異なったディマーを使用している場合、
フェーダを同じレベルに設定しても明るさが異なってしまうことがあります。

→ 暗い方のチャンネルを“ＣＵＲＶＥ”に設定することによって適合させます（低い方
のレンジが上がる）。

・ ［Ｓｈｉｆｔ］＋［Ｕｔｉｌｉｔｙ　２］を押し、“ＭＯＲＥ”でメニューを変え、“ＳＥＬＥＣＴ／ＣＵ
ＲＶＥ”（Ｓｏｆｔ　Ａ）を選択します。

・ フラッシュボタンかエンコーダでチャンネルを選択し、必要に応じて“ＣＵＲＶＥ”を
設定します( 標準では全て“ＬＩＮＥＡＲ”）。

→ ［Ｓｈｉｆｔ］ボタンを押すと、さらに別メニューが表示されます。“ＡＬＬ／ＣＵＲＶＥ”
あるいは“ＡＬＬ／ＬＩＮＥＡＲ”によって、全てのチャンネルを同時に設定できます。

SHIFT  UTILITY2

＋

SHIFT  UTILITY2

＋

CH 12 > DISABLED
DISABLE ENABLE

CH 12 > LINEAR
CURVE LINEAR
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ＭＩＤＩ操作

概 要
　卓の背面パネルにある“ＭＩＤＩ　ＯＵＴ”を他の卓の“ＭＩＤＩ　ＩＮ”に接続すると、
何台かのＬｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒ　をリンクすることができます。これによって、メモリ、
ページ、チェイスプログラム（モードを含む）が送られます。リンクされた卓のプログラミ
ングは、それぞれの卓において同時に行わなければなりません。

　また、卓の操作内容を“ＭＩＤＩ　ＯＵＴ”を使用してシーケンサで記録し、後からそ
れを“ＭＩＤＩ　ＩＮ”に入力することによって再生することができます。

２台のＬｉｇｈｔｃｏｍｍａｎｄｅｒのリンク
・ 全てのマスターを零にします。

・ メインとなる卓の“ＭＩＤＩ　ＯＵＴ”を、他の卓の“ＭＩＤＩ　ＩＮ”に接続します。

・ ［Ｕｔｉｌｉｔｙ　１］ボタンを押し、ディスプレーの“ＳＥＬＥＣＴ／ＭＩＤＩ”（Ｓｏｆｔ　Ｂ）を選
択します。

・ それぞれの卓で同一のＭＩＤＩチャンネルを設定し、受信側となる卓は“ＩＮ”（Ｓｏｆｔ
　Ａ）を選択します。
　そして、メイン側の卓で“ＯＵＴ”（Ｓｏｆｔ　Ｂ）を選択します。

→ トップメニューに戻ると“ＭＩＤＩ”というモード表示がされます。

・ 受信側の卓のメインマスターを上げ、メイン側の必要なマスターを設定します。
　受信側の卓の出力レベルはそれ自身のメインマスターによって設定しますが、そ
の他のマスターはメイン卓によってコントロールされます。

→ 同時に卓のプログラムを行った後、メモリとチェイスは、メイン卓のコントロールに
よって呼び出されます。

シーケンサ による記 録
・ 卓の“ＭＩＤＩ　ＯＵＴ”をシーケンサのＭＩＤＩ入力へ接続します。

・ ［Ｕｔｉｌｉｔｙ　１］ボタンを押し、ディスプレーの“ＳＥＬＥＣＴ／ＭＩＤＩ”（Ｓｏｆｔ　Ｂ）を選
択します。

・ 卓とシーケンサを同一のＭＩＤＩチャンネルに設定します。

→ 先ずシーケンサ側で記録を開始します。

・ 卓で“ＯＵＴ”（Ｓｏｆｔ　Ｂ）を選択して、ＭＩＤＩ出力をＯＮにします。

→ シーケンサは、メモリとチェイスの呼び出し操作を記録します。個々のチャンネル
の操作は記録されません。

シーケンサ による再 生
・ シーケンサのＭＩＤＩ出力を卓の“ＭＩＤＩ　ＩＮ”へ接続します。

・ ＭＩＤＩチャンネルに設定し、卓で“ＩＮ”を選択します。

→ シーケンサをスタートさせます。記録されている内容にしたがって自動的に再生さ
れます。またこの時、他のＭＩＤＩ機器を一緒に同期させることも可能です。
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ＭＩＤＩフォーマットおよびコマンド

→ ２組の互いに異なったコントロールコマンドセットのうちの一方を選択できます。
　ＭＩＤＩメニューで［Ｓｈｉｆｔ］ボタンを押すと、その選択メニューが表示されます。

・ ＭＩＤＩ出力がＯＮになっていると、全てのマスターフェーダ、メモリボタン、ページ、チェイスプログラムナン
バーが送出されます。

・ ＭＩＤＩ入力をＯＮにした時は、メインマスター、“-Ａ-”および“-Ｂ-”マスターは１００％に、またチェイスマ
スターは０％になります。

→ コマンド：

　送出されるステータスバイトは、常にコントロールチェンジコマンドです。

　　＝ １０１１ｎｎｎｎ（Ｂｎ hex）  (ｎｎｎｎ ＝ ＭＩＤＩチャンネル)

　この後に以下のような２データバイトが続きます。
　第１バイトの括弧内の値は、もうひとつのコマンドセットのものです。

機 能 第 １デ ー タバイト 第 ２デ ー タバイト

メモリフェーダ１ 　　   ０（１０２） ０～１２７（フェーダ設定値）

メモリフェーダ２ 　　   １（１０３） ０～１２７（フェーダ設定値）

メモリフェーダ１２ 　 １１（１１３） ０～１２７（フェーダ設定値）

メインマスターフェーダ　 １７（１１９） ０～１２７（フェーダ設定値）

プリセットＡマスター　 １８（１２０） ０～１２７（フェーダ設定値）

プリセットＢマスター　 １９（　５２） ０～１２７（フェーダ設定値）

チェイスマスター　 ２０（　５３） ０～１２７（フェーダ設定値）

メモリボタン５～ ８ 　 ２３（　５４） ビット3:Mem5  2:Mem6  1:Mem7  0:Mem8

メモリボタン１～ ４ 　 ２４（　５５） ビット3:Mem1  2:Mem2  1:Mem3  0:Mem4

メモリボタン９～１２ 　 ２６（　５７） ビット3:Mem9  2:Mem10  1:Mem11  0:Mem12

ページ　０～９ 　 ２７（　５８） ０～９（ページ０～９）

ソロ機能　 ２８（　５９） ビット4:  チャンネルフラッシュ
ビット3:  ゼロ
ビット2:  メモリフラッシュ
ビット1:  プリセットＢフラッシュ
ビット0:  プリセットＡフラッシュ

チェイススタート(＋Ｎｏ．) ３２（　６３） ０～９８（チェイスナンバー）

チェイスステップボタン　 ３３（　２０） ０～ｘｘ（値は無関係）

プリセットモードＯＮ 　 ４８（　２９） ０～ｘｘ（値は無関係）

クロスフェーダ　 ４９（　３０） ０～１２７（フェーダ設定値）

クロスフェード　挿入　 ５０（　３１） ０：ＯＮ　０以外：ＯＦＦ

クロスフェード　手動　 ５１（　８４） ０：ＯＮ　０以外：ＯＦＦ

プリセットフラッシュボタン　 ５２（　８５） ビット2: プリセットＡ　　ビット1: プリセットＢ  ビット0: ゼロ

サウンド･トゥー・ライトモード５３（　８６） ０：ＯＮ　０以外：ＯＦＦ

サウンド･トゥー・ライトＰ 　 ５４（　８７） ０～１２７（フェーダ設定値）

サウンド･トゥー・ライト　Ｂ 　５５（　８８） ０～１２７（フェーダ設定値）

サウンド･トゥー・ライト　Ｍ 　５６（　８１） ０～１２７（フェーダ設定値）

サウンド･トゥー・ライト　Ｔ 　５７（　９０） ０～１２７（フェーダ設定値）

チェイススピードフェーダ　５８（　７０） ０～１２７（フェーダ設定値）

チェイスモード　 ５９（　７１） ０：サウンド　　１：ラン　　２：手動
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重要なボタン操作

　以 下 の ５つ の 機 能 は 、卓 の 電 源 を切 り、対 応 す るボタンを押 しながら卓 の 電 源 を再 び 投
入 す ることによって利 用 す ることができます 。

→ ディスプレーを見ていて、メニューが表示されるまでボタンを押し続けてください。

全 消 去
→ ［Ｓｏｆｔ　Ａ］＋［Ｓｏｆｔ　Ｂ］＋［Ｑｕｉｔ］ボタンを同時に押しながら電源を入れます。

→ ディスプレーの“ＹＥＳ”を選択すると、全てのメモリとチェイスが消去され、諸設定は標準のものにな
ります。
　（ＤＭＸパッチ＝“ＡＬＬ　１：１”　ソロ＝“ＡＬＬ　ＥＮＡＢＬＥＤ”　カーブ＝“ＡＬＬ　ＬＩＮＥＡＲ”）。

プリセットモードの ロック
→ ［Ｈｏｌｄ］＋［Ｌｉｖｅ］＋［Ｕｐｐｅｒ］ボタンを同時に押しながら電源を入れます。

→ “ＹＥＳ”を選択すると、プリセットモードに固定されます。
　解除する場合はメニューで“ＮＯ”を選択してください。

プログラミングの 禁 止
→ ［Ｍｅｍｏｒｙ］＋［Ｃｈａｓｅ］＋［Ｕｔｉｌｉｔｙ　１］ボタンを同時に押しながら電源を入れます。

→ “ＹＥＳ”を選択すると、プログラミング、バックアップ、プレビューメニューにおける修正ができなくなり
ます。
　解除する場合はメニューで“ＮＯ”を選択してください。

チェイスの 残 り記 憶 容 量 表 示
→ ［Ｐｒｅｖｉｅｗ］＋［Ｓｏｆｔ　Ａ］＋［Ｓｏｆｔ　Ｂ］ボタンを同時に押しながら電源を入れます。
　ディスプレーに、プログラム可能な残りステップが表示されます。
　ボタンを離すと、トップメニューに戻ります。

ソフトウェアバ ー ジョンの 表 示
→ ［Ｓｏｆｔ　Ａ］＋［Ｓｏｆｔ　Ｂ］ボタンを同時に押しながら電源を入れます。
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技術仕様

入 出 力 （ピン配 列 ）

１．電 源 入 力 ：

　ＡＣ９０～１２０Ｖ、５０～６０Ｈｚ
→ 電源は必ず接地付きコンセントから取ってください。

２．アナ ログ 出 力 ：

　ＤＣ０～＋１０Ｖ　　ＤＳＵＢ１５ピン（メス）
　　ピン　１～１２： チャンネル　　１～１２
　　ピン１３、１４： チャンネル　Ｓ１、Ｓ２
　　ピン１５　　　： グランド

３．ＤＭＸ出 力

　ＤＭＸ出力は、ＵＳＩＴＴ　ＤＭＸ　５１２（１９９０）スタンダードに基づいています。
　　ピン１：　グランド／　ピン２：　Ｄａｔａ－／　ピン３：　Ｄａｔｅ＋／　ピン４、５：　未使用

４．サ ウ ンド入 力

　ＲＣＡピンジャック。絶縁のために入力トランスが使用されています。
　入力インピーダンスは約１ＫΩです。

→ 入力が有効となるためには、最低約１００ｍＶの電圧が必要です。
　バスリズムでＬＥＤが適度に点滅するように、“Ｓｏｕｎｄ”ボリュームで調整します。

５．リモートステップ

　標準ジャック。フットスイッチ等の接点を入力します。
　接点が閉じられると、チェイスのステップが進みます。

６．ＭＩＤＩ入 出 力

　ＭＩＤＩインターフェースは標準のＭＩＤＩに基づいています。

７．デスクランプ

　３ピンキャノンコネクタ。
　　ピン１：未使用／　ピン２：グランド／　ピン３：１２ＶＤＣ
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